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表 2 薬剤散布の実績 (試験区共通 )   昭52
1 は  し 力ゞ  き

砂丘地果樹の生産安定のためには,かんがい施設の整備
は必須条件であるが,かんがい施設は単に水分補給に止ま
らず載培管理,災害防止などに積極的に活用することがで

きれば,経済効果を高め,土地及び労働生産性の向上に有
効な手段となる。

従来樹園におけるかんがい方式は,特に病害虫の多発が

懸念されることなどからして,一般に樹下かんがい方式が
とられているが,11和 43年から3カ年ブドウ(デ ラウエア)
を供試し,樹上 (た な上 )かん水の適否と,それに伴う病
害虫の発生様相を検討した結果,かんがい効果は樹下かん

がいと同様に高く,病害虫の発生状況においても山形県の

防除基準 (年 9回散布)に したがつて防除を行えば問題が

少ない結果を得た。

このことからスプリンタラーを利用してのたな上散水,た な

上防除の可能性が高いと考え昭和47年より同一回場で継続

6カ年にわたつて試験を実施したのでその結果を報告する。

石灰硫黄合剤 20倍

2試 験 方 法

実施場所 :山形県立砂丘地農業試験場

供試品種 :デ ラウエア 17年生樹
栽培距離 :10a10本植 (平担地 )
供試面積 :1区 10a

散布方法及び薬剤散布の実績 :

表 1 散布施設方法
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同  上

ジマンダイセン水和剤 800倍

表 1, 2に 示す通りであり,散布機種,散布圧など通常
かん水時の諸元と同様に取扱かった。供試薬剤についても

慣行防除に用いられている農薬を散布した。

散布液量で特に配慮した点は当初2カ 年ともスプリンタ

ラー防除区は,福斑病などの防除効果が慣行防除に比較し

てや 劣ゝる結果をみたので,その後は有機llt素剤以外の農

薬については 600ι としたことである。

3試 験 結 果

ブドウの年枝,1,樹葉面および果房への薬剤付着状況調

査 : 休眠期における薬剤付着程度を年校別に枝の上,下
面に分け調査してみた結果が表 3である。上面においては

結果母枝,主枝などの別なく付着指数が10で十分付着して

いるが,下面部になると枝が古くなる程 (大枝 )付着指数
が小さくなる傾向がみられた。これは散布液が直接枝下面

部に付着するのではなく,上面についた液が流れて下面部
に達するという付着状況からみて,大枝ではそ皮が粗くな

るため枝面での流れが阻害され下面部に達しないことによ

るものと考えられる。

一方慣行のスピードスプレーヤーでは各年校に関係なく上

下面とも10～ 8の付着指数であつた。

葉面への薬剤付着状況を調査したのが図 1である。

6月 中旬と7月 上旬の2回 10a当 り3-1式 ボルドー液
400ι を散布し調査してみると, 葉の表面では 6月 中旬で

,～ 6,7月上旬では10～ 8の付着指数であり7月 上旬の

平均付着指数が高い結果を示した。
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表 6 休眠期における枝令,1散布液付着程度
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枝 令

表中数字は印画紙法による薬液付着度標準指数
昭47年 4月 21日  20倍 石灰硫黄合剤  晴 風力 1
スプリンタラー区 10a当 り500ι 散布
慣 行 区 ″ 300ι ″
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点ともなる。

各種病害虫に対する年次別防除効果の推移 : 昭和47年
より6ヵ 年同一回場でスプリン.タ ラーに―よる防除を実施し

た結果を要約したのが表 5の にヽ 12)である。

表 5 各種病害虫の年次別防除効果 (昭 47～ 52)
(n 枝葉での病繕虫発生状況
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図 1 スプリ

表 4ス プリ

ンクラー区の葉面へ散布液付着程度

ンタラー区の果房散布液付着状況
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注 昭 48年 8月 21日 赤色色素 1,000倍
10a当 り/400ι 散布
表中○印 散液の付着が認められる。
×印 散液の付着が認められない。

一方,葉の裏面では2回 とも4～ 1の 付着指数で付着量
が極めて少ない結果であった。葉の表面とは逆に6月 中旬

の平均付着指数が葉裏で高い傾向がみられたが, これは,

たな面における葉の繁茂状態の差によるものと考えられる。

次に着果果房への薬液付着状況を8月 下旬 10a当 り400
ι散布で調査してみた結果が表 4である。果房の上部半分

位までは薬剤付着が認められるもの ,ゝ下部半分にはほと
んど認められなかった。病書防除の観点からみれば問題が

ないとはいえないが,逆に薬剤による汚染の心配がない利

発病度,被害度―農作物有害動植物発生予察事業実施

撻舞鴫霧難×Ю。
(2)収穫果房での病害の発生状況

発病度―農作物有害動植物発生予察事業実施要領にし

暮 課 L維 肇 x m0

樹葉での主要病害であるベ ト病,サビ病,褐班病につい
てみると, 2年 目まではスプリンクラー防除区がや 劣ゝる

結果であつたが,その後は慣行防除のスピードスプレヤー

とほ 同ゞ等の防除効果を示した。当初防除効果がや 劣ゝつ

たのは前述した通り散布液量に問題があったためと考えら

れる。

コガネムシ類,ブ ドウトラカミキリなどの害虫に対する
防除効果は,慣行防除に優るとも劣らぬ結果であった。
収穫果房で問題となる晩腐病であるが,圃場全体が各年
度とも少発生であったゝめ,十分な検討を加えることがで
きなかつたが,ス プリンクラー散布によって多発するとい

う状況ではなかつた。

灰色カビ病は毎年多発するという病害ではないが昭和 51

年の多発年にスプリンタラー防除で発生がやゝ多かったこ

とから,多発年度では若千問題がありそうに考えられる。
以上の結果を総合してみると,病害虫防除の面では,10
a当 り400～ 600ι を年 9回程散布すればスプリンクラー防

除法でも実用性が高いものと判断される。

4 ま  と  め
ブドウの主要病害は雨媒伝染性のものが多く,又葉裏に
寄生する害虫も少ないこと,或は薬剤散布労働の安全性が
極めて高いことなどを考慮に入れ ばゝスプリンタラー防除

の実用性は高いものと考えられる。

しかしながら薬剤費が慣行防除に比較して 3倍程多く必

要とする点など今後解決しなければならない問題も多い。
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